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「
と
ち
ぎ
和
算
の
世
界
」
展
（
一
） 

  

不
順
な
天
候
と
体
調
が
相
ま
っ
て
、
気
分
の
晴
れ

な
い
日
が
続
い
て
い
た
の
で
、
好
天
に
な
っ
た
ら
出

掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
土
日
は
混
む
の
で

避
け
た
か
っ
た
が
、
他
の
都
合
も
あ
っ
た
の
で
よ
う

や
く
好
天
の
五
月
十
二
日(

土)

に
久
し
ぶ
り
に
車
で

出
か
け
ま
し
た
。 

 

行
き
先
は
栃
木
県
佐
野
市
の
郷
土
博
物
館
。
同
館

の
企
画
展
「
と
ち
ぎ
和
算
の
世
界
」
を
見
学
す
る
た

め
。
同
展
が
あ
る
こ
と
は
群
馬
県
和
算
研
究
会
か
ら

の
知
ら
せ
で
知
っ
て
い
て
、
日
本
最
古
の
算
額
が
展

示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
期
待
し
て
い
ま
し
た
。 

 

自
宅
か
ら
は
圏
央
道
が
東
北
道
と
つ
な
が
っ
た
の

で
青
梅
IC
か
ら
佐
野
藤
岡
IC
ま
で
一
直
線
、
同
館

は
そ
こ
か
ら
ほ
ど
な
い
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

同
館
に
は
「
田
中
正
造
展
示
室
」
も
あ
る
の
で
つ

い
で
に
見
学
し
ま
し
た
。
足
尾
鉱
毒
事
件
の
解
決
に

一
生
を
捧
げ
た
人
と
し
て
名
高
く
、
そ
の
高
潔
な
人

生
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。帰
り
は
佐
野
厄
除
大
師（
惣

宗
寺
）
に
お
参
り
し
、
寄
り
道
と
し
て
加
須
市
阿
佐

間
（
旧
大
利
根
町
）
の
金
乗
院
に
あ
る
「
関
流
九
伝

島
田
親
子
の
墓
」
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

一
、
企
画
展
の
概
要 

「
と
ち
ぎ
和
算
の
世
界
」
展
で
は
二
十
面
ほ
ど
の
算

額
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
但
し
、
実
物
は
少
な

く
五
面
く
ら
い
（
数
え
な
か
っ
た
）
で
、
後
は
パ
ネ

ル
（
写
真
）
展
示
で
し
た
。
注
目
は
勿
論
日
本
最
古

の
算
額
で
あ
る
星
宮
神
社
の
算
額（
天
和
三
年(

一
六

八
三)

）。
他
に
東
光
寺
の
算
額
（
天
保
十
二
年(

一
八

四
一)

）
や
疱
瘡
神
社
の
算
額
（
明
和
六
年(

一
七
六

九)

）
な
ど
。 

 

星
宮
神
社
の
算
額
は
現
在
の
神
社
社
殿
が
完
成
し

た
落
成
記
念
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
残
念
な

こ
と
に
、
こ
の
算
額
は
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
六
日

の
火
災
で
罹
災
し
た
た
め
文
字
等
は
痕
跡
し
か
わ
か

ら
な
い
と
い
い
ま
す
。
こ
の
罹
災
し
た
算
額
が
展
示

さ
れ
て
い
て
黒
焦
げ
の
惨
め
な
形
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
幸
い
罹
災
前
に
と
っ
た
拓
本
等
か
ら
ほ
ぼ
全

体
が
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
立
派
な
複
製

品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
算
額
の
他
に
若
干
の

和
算
書
、
そ
れ
に
栃
木
の
和
算
家
の
伝
系
な
ど
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
十
六
頁
、

三
百
円
）
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  
 

二
、
星
宮
神
社
の
算
額 

 

星
宮
神
社
の
算
額
は
、
単
に
日
本
最
古
の
算
額
と

い
う
だ
け
で
な
く
、当
時
の
最
先
端
の
問
題（
第
三
、

四
問
）
が
出
題
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

奉
納
者
（
掲
額
者
）
は
佐
野
生
ま
れ
江
戸
在
住
の

村
山
庄
兵
衛
吉
重
と
い
い
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明
の

よ
う
で
す
。
問
題
は
四
問
あ
り
ま
す
。 

 

第
一
問
は
堤
防
を
築
く
た
め
の
日
数
計
算
、
第
二

問
は
土
地
を
分
配
す

る
問
題
、
第
三
問
は

直
角
三
角
形
に
関
す

る
問
題
で
、
当
時
最

先
端
の
難
問
で
あ
っ

た
図
形
の
高
次
方
程

式
の
問
題
。
第
四
問

も
直
角
三
角
形
に
関

す
る
問
題
で
す
が
、

「
遺
題
」
で
解
答
が

示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
も
高
次
方

程
式
に
な
る
も
の
で

す
。 
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第
一
問
の
題
意
は
、
馬
踏
（
上
の
幅
）
三

間
、
根
置
（
下
の
幅
）
六
間
、
竪
（
高
さ
）

四
間
、
長
さ
八
十
間
の
堤
防
を
築
く
。
人
足

を
二
千
八
百
八
十
人
、
土
歩
場
（
採
土
場
）

ま
で
の
距
離
を
六
町
と
し
て
何
日
必
用
か
。

但
し
、
一
人
一
日
に
八
里
歩
き
、
一
歩

（
一
立
方
間
）
の
土
の
荷
数
（
一
回
に

運
ぶ
土
量
が
一
荷
）
は
二
百
七
十
五
と

す
る
。 

答
は
五
日
四
時
三
分
七
四
六
余 

術
文
を
意
訳
す
る
と
、（
馬
踏
＋
根
置
）

×

竪×

長×

一
歩
荷
数×

六
町
を
実

と
す
る
（
こ
の
値
は
四
百
七
十
五
万
二

千
と
な
る
）。
ま
た
八
里×

三
十
六
町

×

人
数
を
法
と
す
る
（
こ
の
値
は
八
十

二
万
九
千
四
百
四
十
）
。
実÷

法
が
日

数
で
あ
る
（
こ
の
値
は
五
・
七
二
九
一

…
…
）。
術
文
は
こ
こ
ま
で
で
、
検
算
す

る
と
正
し
い
で
す
。
な
お
、
一
里
＝
三

十
六
町
、
一
町
＝
六
十
間
で
、
一
人
一

日
二
十
四
往
復
と
な
り
ま
す
。 

答
は
、
こ
の
算
出
し
た
値
の
小
数
点

以
下
の
数
値
に
六
を
乗
じ
て
「
時
」
に

直
し
、
四
時
三
分
七
四
六
余
を
出
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
一
日
を
六
時
（
刻
）

と
し
て
い
ま
す
。
不
定
時
法
で
は
日
の

出
か
ら
日
没
ま
で
が
六
刻
で
す
。 

 

文
献(

2)

に
よ
れ
ば
、
同
様
の
問
題
が
『
古
今
算

法
記
』
巻
二
（
寛
文
十
年(

一
六
七
〇)

）
の
「
万
ふ

し
ん
か
た
」
に
あ
り
、
ま
た
『
改
算
記
』（
万
治
二
年

(

一
六
五
九)

）
の
「
万
普
請
割
」
で
は
土
木
工
事
関

係
の
計
算
例
を
種
々
示
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
で
は
一

歩
は
二
百
七
十
五
荷
と
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

そ
れ
万
物
は
一
よ
り
生
事
々
積
亦
一
也
其
理
大
に
し
て
陰
陽
の 

変
合
五
行
つ
ら
な
る
の
徳
な
を
数
の
一
道
を
は
な
れ
す
故
に
人
性 

日
月
の
捨
へ
か
ら
さ
る
の
元
な
ら
す
や
然
に
当
社
の
地
下
に
し
て 

出
生
少
年
よ
り
此
道
を
ま
な
ひ
漸
其
半
に
も
い
た
ら
す
と
い
へ
と 

も
此
三
問
に
法
術
を
あ
か
し
其
後
に
一
箇
の
好
を
附
事
極
他
を 

う
か
か
ふ
の
難
問
に
あ
ら
ね
は
術
式
を
ま
つ
と
し
は
あ
ら
す
只
徒
に 

塵
の
み
つ
も
ら
ん
年
月
の
末
数
学
の
便
な
ら
ん
か 

今
有
人
要
筑
堤
馬
踏
三
間
根
置
六
間
竪
四
間 

長
八
十
間
人
足
二
千
八
百
八
十
人
土
歩
場 

六
町
則
問
日
数
幾
何
乃
一一

歩人

荷一

数日

二歩

百事

七八

十里

五  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
五
日
四
時
三
分
七
四
六
余 

  
 
 
 
 
 
 

 

術
曰
列
馬
踏
加
入
根
置
以
竪
乗
之
亦
長
相
乗
得 

二
千
八
百
八
十
歩
以
一
歩
荷
数
乗
之
亦
六
町
相
乗
為
実
列
八
里
以 

三
十
六
町
乗
之
亦
人
数
相
乗
為
法
除
実
得
日
数
合
問 

  
 
 
 
 
 
 

 

今
有
縦
一
百
二
十
間
横
二
十
一
間
半
只
云
如
図
矩
合 

 
 
 
 
 
 
 

 

幅
三
間
明
道
三
積
等
分
望
取
之
則
問
各
縦
横
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
縦 

五
十
二
間 

同
横
一
十
五
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
前
縦
一
百
二
十
間 

同
横
六
間
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
縦 

六
十
五
間 

同
横
一
十
二
間 

術
曰
列
縦
三
之
内
減
道
幅
余
三
百
五
十
七
間
寄
甲
位
列
縦
倍
之
内
減 

道
幅
余
二
百
三
十
七
間
与
亦
列
横
倍
之
内
減
道
幅
余
四
十
間
相
乗
得 

九
千
四
百
八
十
歩
寄
乙
位
列
横
内
減
道
幅
余
以
横
乗
之
得
数
与
亦
列
縦 

内
減
道
幅
余
一
百
一
十
七
間
相
乗
得
四
万
六
千
五
百
三
十
六
歩
七
分 

五
厘
亦
以
甲
位
乗
之
四
之
得
六
千
六
百
四
十
五
万
四
千
四
百
七
十
九
歩 

寄
丙
位
列
乙
位
自
乗
得
八
千
九
百
八
十
七
万
〇
四
百
歩
内
減
丙
位
余 

二
千
三
百
四
十
一
万
五
千
九
百
二
十
一
歩
為
実
開
平
方
得
四
千
八
百
三
十 

九
歩
以
減
乙
位
内
余
折
半
得
二
千
三
百
二
十
歩
〇
五
分
以
甲
位
除
之
得 

前
横
六
間
五
分
依
之
知
求
各
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
有
鉤
弦
和
開
六
乗
見
商
股
八
乗
冪
開
四
乗
見
商

和
云
方
面
再
自
乗
中
鉤
開
三
乗
見
商
相
乗
云
則
問

各
幾
何 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

依
左
術
答
之 

 

術
曰
立
天
元
一
為
股
開
四
乗
見
商
寄
甲
位
列
云
和
内
減
甲
位
八
乗
冪
余 

六
自
之
寄
乙
位
列
甲
位
四
自
之
寄
丙
位
列
丙
位
自
之
寄
丁
位
列
乙
位
自 

乗
加
入
丁
位
寄
戊
位
列
戊
位
内
減
丙
位
二
段
余
寄
己
位
列
己
位
以
丙
位 

乗
之
寄
庚
位
列
丙
位
以
乙
位
乗
之
倍
之
加
入
己
位
十
一
自
之
寄
辛
位
列 

己
位
以
丙
位
乗
之
十
一
自
之
以
庚
位
相
乗
得
数
因
戊
位
中
鉤
因
辛
位
方 

面
十
一
乗
冪
相
乗
寄
左
列
云
相
乗
三
自
之
以
丁
位
乗
之
亦
以
辛
位
乗
之 

与
寄
左
相
消
一
千
七
百
〇
二
乗
方
開
之
得
股
見
商
合
問 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

仮
令
有
鉤
股
内
平
円
空
只
云
鉤
弦
差
開
六
乗

股
弦
差
開
四
乗
円
径
開
立
方
各
見
商
三
和
八

乗
冪
与
外
積
和
云
鉤
股
差
云
則
問
各
若
干 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
州
江
戸
住 

天
和
三
癸
亥
仲
夏
上
旬 

 
 

村
山
庄
兵
衛
吉
重 

星
宮
神
社
算
額
の
全
文
（
１
）（
２
） 
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（
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次
号
） 

 

                    

関
流
九
伝
島
田
親
子
の
墓 

 

加
須
市
阿

佐
間
の
金
乗

院

に

あ

る

「
関
流
九
伝

島
田
親
子
の

墓
」
と
い
う

の
を
訪
ね
ま

し
た
。
こ
の

墓
は
加
須
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
り
ま

し
た
。「
関
流
九
伝
島
田
親
子
」
と
い
う
の
は
調
べ
て

も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
墓
の
脇
に
市
教
育
委
員
会
の
標
識
が
あ
り
、
そ
れ

に
は
「
島
田
熊
次
郎
は
関
流
算
学
の
師
松
枝
誠
斎
の

門
に
入
り
円
周
と
号
し
、
の
ち
に
郷
里
に
帰
っ
て
算

学
塾
を
開
い
て
郷
土
の
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。

子
の
宇
市
郎
は
父
の
後
を
継
い
で
算
学
塾
の
経
営
に

あ
た
っ
た
が
、宇
市
郎
の
死
後
島
田
家
は
廃
絶
し
た
」

と
あ
り
ま
し
た
。
松
枝
誠
斎
は
山
形
県
鶴
岡
市
の
出

身
。
長
谷
川
弘
の
門
下
で
伏
題
の
免
許
を
受
け
て
い

て
熊
谷
市
小
八
林
に
寓
居
し
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
見
落
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
野
口
泰
助
先

生
の
『
埼
玉
県
数
学
者
人
名
小
辞
典
』
に
島
田
熊
次

郎
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
要
約
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。 

「
大
利
根
村
阿
佐
間
の
人
、
松
枝
誠
斎
に
師
事
し
見

題
免
許
を
受
け
る
。
慶
応
二
年
に
加
須
市
の
不
動
堂

（
総
願
寺
）
へ
門
人
名
で
十
六
問
解
い
て
献
額
し
て

い
る
。
又
別
に
日
光
道
中
邊
奉
額
之
算
題
一
條
と
あ

る
写
本
の
一
頁
を
見
る
が
、
年
紀
な
く
奉
納
地
も
不

詳
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
東
北
大
に
あ
っ
て
、
大
宮

氷
川
神
社
の
物
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
矢
沢
・
佐

久
間
・
篠
崎
・
内
田
等
の
門
弟
が
い
る
」 

 

慶
応
二
年
の
算
額
は
『
埼
玉
の
算
額
』
に
所
収
さ

れ
て
い
ま
す
。
矢
沢
・
佐
久
間
・
篠
崎
・
内
田
等
の

名
前
は
慶
応
二
年
の
算
額
に
出
て
く
る
も
の
で
す
。 

日
光
道
中
云
々
の
写
本
は
次
の
よ
う
な
も
の
（
東

北
大
和
算
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
よ
り
）
で
、
図
に
お
い
て
甲
径

が
与
え
ら
れ
た
と
き
に
乙
径
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

熊
次
郎
の
号
が
円
周
と
あ
る
の
は
面
白
い
。
因
み

に
宇
市
郎
の
号
は
円
義
で
あ
る
と
い
い
ま
す
（
前
出
辞

典
）
。 
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『
北
武
蔵
の
和
算
家
』
の
出
版 

 

今
ま
で
調
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
、『
北
武
蔵

の
和
算
家
』
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
（
二
月
二
十
六

日
付
、
約
四
百
頁
。
ま
つ
や
ま
書
房
）。
野
口
泰
助
先

生
に
は
「
推
薦
の
こ
と
ば
」
を
頂
き
、
大
変
う
れ
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
県
和
算
研
究
会

か
ら
出
版
ま
で
の
こ
と
な
ど
の
原
稿
依
頼
を
受
け
ま

し
た
の
で
「
私
の
和
算
家
調
査
」
と
題
し
て
寄
稿
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。群
和
研
の「
和
算
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

№
２
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
本
を
知
っ
た
朝
日
新
聞
西
埼
玉
支
局
の
方
か

ら
取
材
を
受
け
、
四
月
二
十
五
日
の
埼
玉
版
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
四
月
二
十
九
日
の
埼
玉
新

聞
に
は
書
評
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
北
武
蔵
（
県
北

西
部
）
を
中
心
に
、『
和
算
に
努
力
し
た
人
物
に
関
す

る
資
料
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
』
で
調

査
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
。
書
物
や
碑
文
・
墓
石
を

中
心
に
、
業
績
や
流
派
の
ほ
か
、
具
体
的
な
数
学
の

問
題
や
解
法
な
ど
図
録
も
載
せ
て
い
る
。（
略
）
約
４

０
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
力
作
で
、
日
本
数
学
史
の
貴
重

な
文
献
的
な
価
値
を
備
え
て
い
る
」
と
、
ち
ょ
っ
と

面
映
ゆ
い
内
容
で
し

た
。 

 

お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
本
を
寄
贈
し

て
い
ま
す
が
な
か
な

か
配
り
き
れ
ま
せ
ん
。 

編
集
後
記 

  

一
年
振
り
の
「
や
ま
ぶ
き
」。
大
分
間
が
あ
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
昨
年
四
月
二
十
九
日
に
は
「
藤
田
雄
山

貞
資
先
生
顕
彰
会
」（
会
長
野
澤
優
氏
、
深
谷
市
）
か

ら
講
演
を
依
頼
さ
れ
、「
深
谷
市
近
辺
の
和
算
」
と
い

う
題
で
講
演
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
（
深
谷
市
川
本

公
民
館
）。
川
田
保
則
・
金
井
稠
共
・
戸
塚
盛
政
・
子

安
唯
夫
・
明
野
栄
章
・
黒
沢
重
栄
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。
野
口
先
生
も
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、今
ま
で
調
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
、

弥
（
い
よ
い
よ
）

出
版
し
よ
う
か
と
意
志
を
固
め
、
最
後

の
調
整
（
校
正
）
を
行
い
ま
し
た
。
校
正
し
て
い
る

と
誤
字
脱
字
は
言
う
に
及
ば
ず
、
内
容
的
に
も
重
複

や
舌
足
ら
ず
の
文
章
な
ど
の
不
備
が
見
つ
か
り
、
結

構
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
出
版
社
の
方
が
自
動
車

事
故
に
遭
わ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
昨
年
中
の

つ
も
り
が
二
ヶ
月
遅
れ
の
二
月
末
に
や
っ
と
『
北
武

蔵
の
和
算
家
』
と
し
て
発
刊
で
き
ま
し
た
。
定
年
か

ら
地
域
の
和
算
を
調
べ
、
十
一
年
経
過
し
ま
し
た
。 

 

和
算
以
外
で
は
、「
能
登
の
宿
谷
氏
」「
俠
客
・
高

萩
の
万
次
郎
」
と
い
う
小
論
を
書
き
ま
し
た
。
前
者

は
毛
呂
の
郷
土
史
研
究
会
誌
42
号
に
既
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
後
者
も
同
誌
に
寄
稿
予
定
で
す
。 

 

一
番
時
間
を
要
し
た
の
は
、
所
属
す
る
古
文
書
研

究
会
の
十
周
年
事
業
で
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た

「
島
田
家
文
書
解
読
文
」
の
冊
子
化
で
し
た
。
御
用

留
や
武
州
一
揆
の
歎
願
綴
り
な
ど
を
収
容
す
る
た
め

の
記
述
と
ワ
ー
プ
ロ
作
業
に
結
構
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
百
五
十
頁
程
の
小
冊
子
で
す
が
、
百
部
程
印
刷

し
て
会
員
等
に
配
布
し
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
近
郊

の
図
書
館
等
に
寄
贈
し
ま
し
た
。 

 

古
文
書
研
究
会
の
十
周
年
事
業
が
終
わ
っ
た
の
で
、

や
っ
と
「
や
ま
ぶ
き
４ 

田
舎
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信
」

と
し
て
再
開
し
ま
し
た
が
、
何
処
ま
で
続
く
か
全
く

心
許
な
い
限
り
で
す
。
特
に
近
在
の
取
材
な
ど
は
基

本
的
に
終
了
し
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
た
ま
に
出

掛
け
て
見
る
算
額
等
の
記
事
や
、
文
献
か
ら
の
記
事

が
中
心
に
な
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
出
版
し
た
『
北
武
蔵
の
和
算
家
』
を

「
石
井
弥
四
郎
」
の
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
子
孫

の
方
に
謹
呈
し
た
と
こ
ろ
、
お
礼
の
手
紙
の
中
に
書

か
れ
て
い
た
あ
る
内
容
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。 

 

石
井
弥
四
郎
が
子
の
権
現
に
算
額
を
奉
納
し
た
の

は
弥
四
郎
二
十
五
歳
の
と
き
（
文
政
十
三
年
）
と
い

う
の
が
私
の
調
査
で
す
が
、
そ
の
後
の
様
子
を
示
す

資
料
は
無
く
、
ど
う
過
ご
し
た
か
不
明
で
す
。 

手
紙
の
中
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
算
額
奉
納

後
は
、「
活
鯛
屋
敷
（
い
き
だ
い
や
し
き

、
中
央
区
兜
町
）

家
主
喜
兵
衛
」
に
な
っ
た
の
で
は
と
い
う
推
測
で
し

た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
活
鯛
屋
敷
と
は
、「
大
き
な

い
け
す
を
設
け
て
公
儀
御
用
の
高
級
魚
を
生
か
し
て

お
い
た
肴
役
所
を
俗
称
し
た
も
の
」
と
あ
り
ま
す
。

あ
れ
だ
け
の
数
学
を
や
っ
た
人
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
展

開
に
驚
き
ま
す
が
、
調
べ
て
み
た
い
気
が
し
ま
す
。 


